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保健師が健康データを保健活動に活かす上で
直面する課題

小川　智子，岡安　誠子，石橋　照子

目的：保健師は，保健事業の様々な場面で多様なデータを駆使して住民
の健康の保持増進を図っている。本研究の目的は，保健師が健康づくりに
おいて用いるデータを保健活動に活かす上でどのような課題に直面してい
るのかを明らかにし，保健師教育機関における保健師への支援について検
討することである。

方法：保健師が健康データを保健師活動に活かした体験が記述された文
献の中から，その過程で直面した課題について記述された内容を抽出し，
質的記述的に分析した。

結果：保健師が健康データを保健活動に活かす上で直面する課題が記
述された文献は25文献であった。課題の内容は，64コードから18のサブ
カテゴリが抽出され，最終的には， ４カテゴリに集約された。４カテゴリ
は，≪データ活用の基礎となる研究的手法の習得≫，≪既存データを活用
するための知識の獲得≫，≪効果を生む保健事業に向けたデータの活用≫，
≪データを活用できる体制の整備≫であった。

結論：保健師は，健康データを保健活動に活かす上で自身の研究的思考
や手法の習得を課題としており，保健師教育機関には，現職保健師の研究
力の向上から効果的な事業展開へのデータの活用や，データを活用できる
体制づくりを支援する必要性が示唆された。

キーワード：保健師，健康データ，健康づくり，保健活動

概　　要

島根県立大学

Ⅰ．緒　　言

保健師は，保健活動の様々な場面において多
様なデータを駆使し，地域で暮らす人々の健康
の保持増進を図っている。新生児の家庭訪問で
は，データ集積により作成された発育曲線をも
とに訪問対象児の成長を判断したり，住民に必
要な新たな事業を展開する場合には，その根拠
をデータで示して予算を確保している。人々の
健康に関するデータは，保健師活動の中で，客

観的な指標として重要な役割を果たしていると
いえる。

2013年にデータヘルス計画導入の推進が図ら
れる1）と，医療保険者が保有するレセプトや特
定健康診査データ等の分析から事業の計画・実
施・評価・改善（PDCA）が求められるように
なり，保健師が医療に関するビッグデータを扱
う機会も増加した。第１期のデータヘルス計画

（2015～2018年）では，健康診査や医療・介護
レセプトなどの健康医療情報の電子管理が進
み，第２期（2019年～）では，システムが整っ
たことによる計画の確実な実行が進められた2）。

島根県立大学出雲キャンパス
島根ヘルスケア・ジャーナル　第 1 巻，18-25，2023



－ 19－

第３期がスタートする目前の現在は，第２期で
の取り組みを客観的に振り返り，次期計画に向
けた目標設定に取り組まれている。更に，今後
は，AI の活用が予測され，膨大な情報を瞬時
に処理する機能とデータの蓄積や学習から処理
精度を高度化できるAI は，保健事業対象者の
選定や事業効果の試算などに活用されていくこ
とが見込まれている3）。

保健活動におけるデータの重要性やAI の進
歩が加速する一方，保健師は，データを保健活
動に活かす疫学や保健統計といった基礎的知識
を地域診断に活用できていない実態が報告され
ている4）。保健師を養成する保健師基礎教育で
は，2020年の保健師助産師看護師学校養成所の
指定規則の改正により，疫学データおよび保健
統計等の強化の必要性が示された5）。しかし，
多くの看護系大学が行っている学部選択制での
保健師教育では，過密な時間割の中で疫学や保
健統計を取り入れた演習時間を確保することは
容易ではない。データを保健活動の根拠として
効果的に活用できる保健師を育成することは，
実践においても基礎教育においても課題である
といえる。

保健師の疫学や保健統計に対する能力を高め
る必要性は明らかなものの，実際に保健師が
データを保健活動に活かす上でどのような課題
に直面しているのか，その具体的な内容は明確
になっていない。保健師がデータを扱う上で対
峙する具体的な課題が明らかになれば，その課
題を保健師基礎教育や現任教育に反映すること
により，データを活かした根拠ある保健活動か
ら質の高い住民の健康づくりにつながると考え
る。

そこで，本研究は，保健師が健康づくりにお
いて用いる様々なデータを保健活動に活かす上
で，どのような課題に直面するのかを明らかに
し，教育研究機関における保健師への支援につ
いて検討することを目的とした。

なお，本研究における「健康データ」とは，
中板ら6）の著書を参考に，「保健師が健康づく
りで用いるデータとし，ビッグデータといった
量的データに限らず，保健師が日々の活動の中
で得ている質的なデータも含む」とする。

Ⅱ．研究方法

本研究は，保健師が健康データを保健活動に
活かした体験が記述された文献からの質的記述
的研究である。

文献は医学中央雑誌のデータベースを用い
て，「保健師」と「データ」を検索式に，検索
期間を2013年から2023年に限定して検索した。
検索開始年とした2013年は，データヘルス計
画の策定が示され，診療報酬明細書や国保デー
タベースといった保健医療分野におけるビッグ
データを用いた科学的なアプローチにより，効
率的かつ効果的な保健事業が強く推奨された1）

転換期の年であることから，本研究では，検索
期間を2013年以降とした。文献検索の実施は，
2023年７月である。

文献から，保健師が健康データを保健活動に
活かす上で直面した課題が記述された箇所を一
つの意味内容にして分析シートに抽出した。抽
出した内容を質的記述的に分析するために意味
が読み取れる最小単位の文章にしてコード化
し，共通の意味内容をもつコードを集約してサ
ブカテゴリを作成した。更にサブカテゴリ間の
共通性と相違性を比較しながら，サブカテゴリ
を統合し，最終的にカテゴリを作成した。分析
は，一貫性と確証性を確保するために，研究者
間で討論と確認を行った。

Ⅲ．倫理的配慮

文献使用にあたっては，著作権法を厳守して
出典を明記した。また，研究内容を正確に読み
取り，著者の意図に反しないように配慮した。

Ⅳ．結　　果

検索の結果，479件の文献がヒットしたが，
タイトルおよび抄録の内容から保健師や保健師
が所属する組織において健康データの利活用上
の課題が記述された文献は25件であった（表
１）。

抽出された多くは専門商用誌に偏っていた
が，保健師が健康データを保健活動に活かした
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表１　課題が記述された文献
No 著者 タイトル 出典 年

1 廣末ゆか 中芸広域連合の取り組み　住民とともに地域の実情に合ったまちづくり 保健師ジャーナル76（6），
447-452

2020

2 能登恵子，他 富山県荒川厚生センターの取り組み　事業への各種分析データの活用 保健師ジャーナル76（6），
440-446

2020

3 吉江悟 市町村保健師によるデータ活用の考え方　地域包括ケアを例として 保健師ジャーナル76（6），
434-439

2020

4 井下英二 滋賀県の平均寿命・健康寿命延伸のための取り組み 保健師ジャーナル75（7），
559-565

2019

5 岩本毬奈 地区診断から始まる若年経産婦支援　大学との協働による大田区保
健所の取り組み

地域保健49（3），62-68 2018

6 東内京一 和光市の実践　ニーズ調査等に基づく計画策定と地域ケア会議の活
用　アウトカム志向，課題解決型の地域包括ケアへ

保健師ジャーナル74（4），
300-304

2018

7 崎村詩織 品川区の実践 
地域の医療保険関係団体と協働で取り組むデータヘルス計画

保健師ジャーナル74（4），
293-299

2018

8 春名美和子 富山県国民健康保険団体連合会の実践　富山県国保連合会による
データヘルスの推進

保健師ジャーナル74（4），
287-292

2018

9 入江安子，他 奈良県におけるデータ分析を活用した地域診断　経験的ベイズ推定
値，GIS を用いた疾病集積性の解析

保 健 師 ジ ャ ー ナ ル 7 3
（12），1032-1039

2017

10 久保田あずさ ストレスチェックの結果をもとに職場改善モデル事業を実施　兵庫
県芦屋市

地域保健48（4），46-49 2017

11 村松照美，他 質的データ活用の実際　データヘルス計画策定における質的データ
の重要性　地域特性を踏まえた保健事業化のために

保健師ジャーナル73（7），
584-590

2017

12 大江浩，他 富山県砺波厚生センターの在宅医療・介護連携の取り組み
地域包括ケア体制整備に向けて，さまざまな分析ツールを活用

保健師ジャーナル73（3），
232-237

2017

13 岩崎由紀子 武豊町のデータヘルス計画の取り組み　健康課題の優先度を見える
化し，「裏づけある保健活動」を実現

保健師ジャーナル73（3），
225-231

2017

14 山下峰司，他 瀬戸市のデータヘルス計画の取り組み　個人の健康増進と制度維持の観
点からKDB データを分析　国保・衛生両部門の保健事業の再構築へ

保健師ジャーナル73（3），
218-224

2017

15 岩見さゆり 滋賀県国保連合会の取り組み　国保データベース（KDB）システム
等を活用した保険者支援

保健師ジャーナル73（3），
210-217

2017

16 冨山紀代美 健診データを活用した喫煙対策とメンタルヘルス対策　総合健康組
合におけるデータ活用

保 健 師 ジ ャ ー ナ ル 7 1
（10），849-853

2015

17 工藤利枝子 KDB データの活用で課題を明確化したデータヘルス計画策定と保健
事業　池田町の取り組み

保 健 師 ジ ャ ー ナ ル 7 1
（10），842-848

2015

18 竹澤明美，他 広域で行う高齢者支援のための地域診断へのデータ活用　愛知県東
三河広域連合における取り組み

保 健 師 ジ ャ ー ナ ル 7 1
（10），837-841

2015

19 長谷部裕子 連携でデータを「見える化」，糖尿病に的を絞った計画を策定　南ア
ルプス市の取り組み

地域保健　46（8），22-27 2015

20 藤巻郁子 他部署の統計資料を多角的に分析，効率的・効果的な事業を目指す　
日光市の取り組み

地域保健　46（8），16-21 2015

21 土屋厚子 県内56万人分の特定健診データをマップで「見える化」，地域の健
康課題を示す　静岡県の取り組み

地域保健　46（8），10-15 2015

22 虎谷彰子 データにもとづく健康づくりの実践に向けて　「データでみるせたが
やの健康」公表のねらい

保健師ジャーナル71（6），
506-510

2015

23 阿部孝一 通常業務の中でデータを分析・活用　郡山市の取り組み 保健師ジャーナル70（7），
567-571

2014

24 中島誠子 データにもとづく「地域診断シート」の作成　福島県県北保健福祉
事務所の取り組み

保健師ジャーナル70（7），
562-566

2014

25 土屋厚子，他 取り組みやすいデータの提供と研修で市町を支援　静岡県の取り組
みから

保健師ジャーナル69（2），
117-121

2013
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体験に基づく課題が記述されていることから本
研究の目的を導くには妥当であると考え採用し
た。

文献は，保健師の所属別に分類すると，市町
村広域連合を含む県や区，市町村の行政機関が
20件，国民健康保険連合会が３件，健康保険組
合が１件，地域包括支援センターの活動が１件
であった。

保健師が健康データを保健活動に活かす上で
直面する課題は64コードから18のサブカテゴ
リが抽出され，最終的には４カテゴリが抽出さ
れた（表２）。４カテゴリは，≪データ活用の
基礎となる研究的手法の習得≫，≪既存データ
を活用するための知識の獲得≫，≪効果を生む
保健事業に向けたデータの活用≫，≪データを
活用できる体制の整備≫であった。以下，カテ
ゴリを≪　≫，サブカテゴリを【　】，コード
を「　」で示し，主なコードを用いてサブカテ
ゴリとカテゴリの関連について述べる。なお，
コードの引用文献は，表１の文献一覧の文献番
号で表す。

１．データ活用の基礎となる研究的手法の習得
保健師が健康データを保健活動に活かす上で

は，「自分の統計処理に二の足を踏んでしまう
（3）」といった【統計に対する苦手意識の克服】
や，「システムのデータから健康課題が絞れな
かった（17）」，「保健医療福祉関係のデータが
非常に膨大で，何から手がけてよいのかわから
ない（24）」といった【膨大なデータからの健
康課題の抽出】が課題であった。また，保健師は，

「アンケート調査を実施しても回収率が悪く正
しい結果が出ない（10）」といった【ニーズが
把握できるアンケート調査の実施】や，「デー
タだけ提供されてもその分析方法がわからない

（23）」といった【統計処理に必要な知識の獲得】，
「分析で迷走し，考え方やデータの見方に偏り
が生じる（13）」といった【データの正確で効
果的な分析】に苦慮していた。更に，分析結果
を明らかにしても，「健診受診者と未受診者で
は大きな差があることを強調するデータの示し
方がわからない（17）」のように【効果的な分
析結果の提示】に課題を抱えており，保健師自

表２　健康データを保健活動に活かす上で直面する課題

カテゴリ サブカテゴリ 文献番号

データ活用の基礎となる
研究的手法の習得

・統計に対する苦手意識の克服 3
・膨大なデータからの健康課題の抽出 15，17．22，23，24，25
・ニーズが把握できるアンケート調査の実施 6，10
・統計処理に必要な知識の獲得 15，23
・データの正確で効果的な分析 9，10，13，21
・効果的な分析結果の提示 10，17

既存データを活用するための
知識の獲得

・既存データシステムの存在と利用への理解 12，17
・システムデータの強みと限界の把握 2，3，8，14，15，17，20

効果を生む保健事業に向けた
データの活用

・データ結果と事業計画との整合化 1，3，6，19，25
・保健活動における質的データの入手と活用 11
・具体性ある事業計画にするための要因分析 11
・事業評価への有効的なデータの活用 5，10，17，23
・関係機関との分析結果の共有 1，3，7

データを活用できる体制の整備 ・膨大なデータの分析や加工に要する時間の確保 13，15，18，20，22
・関係者に対するデータ意義への理解の促進 7，16，23
・他部署で保存されるデータの入手 3，18，22
・統計に詳しい職員の人員確保 4，22
・調査実施のための予算やマンパワーの確保 11
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身の≪データ活用の基礎となる研究的手法の習
得≫が課題であった。

２．既存データを活用するための知識の獲得
「オープンデータによる分析ツールが次々に

出ているが，現場での活用はまだまだ限定的で
ある（12）」や，「データシステムをいまだに十
分使いこなせるまでには至っていない（17）」
などの【既存のデータシステムの存在と利用へ
の理解】の課題がみられた。更に，「同規模の
自治体との比較ができるシステムの素晴らしい
強みを活用できなかった（17）」や，「圏域の
値はデータシステムの帳票では表示されない

（15）」といった【システムデータの強みと限界
の把握】に対する課題もみられ，保健師は≪既
存データを活用するための知識の獲得≫を課題
としていた。

３．効果を生む保健事業に向けたデータの活用
保健師は，「データを得ることができても，

計画書として形を作っていくイメージがつか
ない（19）」といった【データ結果と事業計画
との整合化】や，「住民の声や生活状況の質的
データの不足から画一的な保健事業計画になる

（11）」といった【保健活動における質的データ
の入手と活用】を課題にしていた。また，「住
民の意識や行動の変容に影響する要因のデータ
不足により，具体性ある保健事業計画にならな
い（11）」といった【具体性ある事業計画にす
るための要因分析】や，「データを事業の評価・
見直しにも活かせていない（23）」といった【事
業評価への有効的なデータの活用】が課題で
あった。更に，「データが各事業の担当を越え
た共用データとして活用されていない（3）」や，

「地域保健関係団体とデータによる評価指標が
一致しておらず連携が難しい（7）」といった【関
連機関との分析結果の共有】の課題も見られた。
これらは，≪効果を生む保健事業に向けたデー
タの活用≫に関する課題であった。

４．データを活用できる体制の整備
保健師は，「複雑なケース対応や煩雑化する

業務等に追われ，データに裏付けられた保健事

業の展開までに至らない（20）」といった【膨
大なデータの分析や加工に要する時間の確保】
が課題であった。また，「レセプト分析はレセ
プトの目的外使用だとデータ分析に疑念を持
つ者がいる（7）」や，「データを分析・活用す
る意義が分からないと感じている職員がいる

（23）」等の【関係者に対するデータ意義への
理解の促進】や，「健診や医療費に関する統計
は，各所管がさまざまな形態で保有管理してい
る（22）」ことから，「データを収集する中で，
他部署からデータを提供してもらうことへの苦
労（18）」などの【他部署で保存されるデータ
の入手】に苦慮していた。更に，「統計・解析
に詳しい人の異動により統計解析ができなくな
る（4）」などの【統計に詳しい職員の人員確保】
が必要であると感じており，「アンケート調査
や生活実態調査は，予算やマンパワーを必要と
するため頻回実施は困難である（11）」といっ
た【調査実施のための予算やマンパワーの確保】
も課題としていた。これらは，≪データを活用
できる体制の整備≫の課題として挙げられた。

Ⅴ．考　　察

保健師が健康データを保健活動に活かす上
で直面する課題には，≪データ活用の基礎と
なる研究的手法の習得≫があった。この課題
は，保健師自身の研究力の課題であると考え
る。≪データ活用の基礎となる研究的手法の習
得≫にあるサブカテゴリを研究でのプロセスに
照らし合わせてみると，【膨大なデータからの
健康課題の抽出】は，研究における“仮説の明
確化”に相当し，【ニーズが把握できるアンケー
ト調査の実施】は，研究での“調査方法”，【統
計処理に必要な知識の獲得】と【データの正確
で効果的な分析】は，“分析方法”，そして【効
果的な分析結果の提示】は研究における“成果
の発表”と捉えることができる。保健師はこの
研究プロセスの一連の段階の全てで課題を抱え
ていることが示唆された。保健師を含む看護
職にとって研究的な思考や手法は，Evidence 
based Practice（EBP）には欠かせない技術で
あり7），研究力が保健師のEBP である≪効果を

保健師が健康データを保健活動に活かす上で直面する課題
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生む保健事業に向けたデータの活用≫に影響し
ていると考える。また研究力は，≪データを活
用できる体制の整備≫にもつながる。データの
結果を正確に分析して的確に提示できれば，【関
係者に対するデータ意義への理解の促進】が図
られ，データの必要性の根拠を示すことができ
ると【他部署で保存されるデータの入手】につ
ながる。以上のように，≪データ活用の基礎と
なる研究的手法の習得≫は，データを活かした
保健活動の根底にある課題といえる。

保健師は，健康データを保健活動に活かす上
で，≪既存データを活用するための知識の獲
得≫も課題としていた。大江8）は，データヘル
スに活用できるオープンデータとして30以上の
Web サイトを紹介しており，保健師がこうし
たデータヘルスの最新動向にしっかり対応して
いく必要性を述べている。更に，既存データか
らは分析できない限界から，それを補う独自の
システムの開発も進められている9）。現職の保
健師だけでなく，最新の知見に触れることがで
きる保健師教育機関の教育研究者もこうした動
向への関心を高め，基礎教育や現任教育に反映
する知識の獲得が必要である。

第３期データヘルス計画の策定時期を迎え，
保健師は今改めて住民の健康実態をデータで客
観的に分析している。量的データをもとに地域
診断をすすめ，自分が担当する地域の医療費の
高さや健診の異常者の割合などを全県と比較
し，健康課題を特定している。この比較検討か
ら結果に及ぼす背景に何があるのかを考えるこ
とから仮説が生まれ，研究のプロセスに進む。
データ分析を教育研究機関が担うこともできる
が，それでは保健師の研究力の向上にはつなが
らない。教育研究機関には，保健師自身が扱う
健康データから仮説を導き，研究のプロセスを
段階的に獲得する保健師の研究力の向上を支援
することが求められる。システム化が進む膨大
な保健医療福祉のデータから，自分で仮説を見
つけて研究に発展させる現職保健師のための大
学院教育の整備が必要である。保健師にとって
働きながら大学院への進学は容易ではないが，
多くの看護研究科では働きながら学ぶことがで
きるように夜間等での開講やへき地等の遠隔地

からの履修を可能とする集中講義なども行われ
ている。大学院への進学経験を持つ保健師は，
研究のプロセスの学びが仕事やプレゼン等に活
き，研究での資料収集や発表経験が保健指導や
講義に活きていると体感している10）。研究科で
の保健師の健康データを用いた教育課程は，地
域の課題の解決にもつながり，課題を解決に導
いた成果は，保健師としてのやりがいや自信に
もつながる。更に，教育研究機関が保健師とと
もにデータに基づき健康課題を抽出し，課題解
決につなげた成果を多くの自治体に周知するこ
とにより，データ活用の意義が図られ，自治体
の≪データを活用できる体制の整備≫にも寄与
すると考える。

Ⅵ．結　　論

保健師が健康データを保健活動に活かす上で
直面する課題は，≪データ活用の基礎となる研
究的手法の習得≫，≪既存データを活用するた
めの知識の獲得≫，≪効果を生む保健事業に向
けたデータの活用≫，≪データを活用できる体
制の整備≫の４カテゴリであった。保健師教育
機関には，現職保健師の研究力の向上から，事
業展開における効果的なデータの活用や，デー
タを活用できる体制づくりを支援する必要性が
示唆された。
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